
ターゲットの虫の特徴

ムネアカハラビロカマキリ名 前

出現月

１ 点点 数

カマキリ目 カマキリ科分 類

2000年頃に日本に移入したとされる外来種です。
在来種のハラビロカマキリより大型で、オオカマキリ
と同じぐらいのサイズです。胸の部分が赤く、前脚腿
節（上腕）部分のイボの数が違うことで在来種と見分
けられます。茨城県では、2017年に小美玉市で初め
て確認され、市内では、美野里地区を中心に、今では
普通種となっています。

特 徴

侵略性の危惧される外来種備 考
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